
筑波大学・図書館情報メディア系・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(B)（一般）

2022～2019

ソーシャルメディアにおける市民意見を活用した都市サービスの評価の自動生成

Automatic Evaluation of Indicators for City Services Using Citizen Sentiments in
 Social Media

００３４８４６８研究者番号：

関　洋平（Seki, Yohei）

研究期間：

１９Ｈ０４４２０

年 月 日現在  ５   ６   ９

円    13,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、市民の意見や議論の特徴を分析する上で必要となる観点を定義し、アプ
レイザル意見タイプ、地域依存性、市民の立場、極性などの複数の観点に基づいて、ソーシャルメディアから市
民意見を抽出する手法を提案について研究を進めた。さらに、意見の複数の観点間の関連を考慮したマルチタス
ク学習の有効性を大規模言語モデルであるT5やBERTを利用して実現すると同時に、都市間の傾向の違いを考慮し
た上で訓練データ作成のコストを抑えつつ各観点を推定できることも明らかにした。そのほか、カジノ誘致や待
機児童問題に対する市民と議員のスタンスを分類して、都市間でその違い比較する手法についても提案と検証を
行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we defined the viewpoints for analysing the characteristics 
of citizens' opinions and discussions, and proposed a method for extracting citizens' opinions from 
social media based on multiple perspectives, such as appraisal opinion type, local dependency, 
citizens' status, polarity, etc. Furthermore, we clarified the effectiveness of multi-task learning,
 which takes into account the relationship between multiple viewpoints on opinion, using the 
large-scale language models as T5 and BERT.  We have also shown that each viewpoint can be estimated
 effectively while reducing the cost of annotating training data, taking into account differences 
between cities. In addition, we proposed and tested a method for classifying the stances of citizens
 and legislators on the issues on casino attraction and waiting children, and also compared the 
differences of stances between cities.

研究分野： 情報学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
SNSには多様な意見があることから、特定の行政課題に関する市民意見を集約するために、言語学の理論である
アプレイザル理論を観点として定義し、他の観点と組み合わせて市民意見を集約する手法の有用性を明らかにし
た。また、SNSには特有のバイアスがあることから、複数の都市で市民意見の傾向を比較することが重要であ
る。本研究では、大規模言語モデルとしてT5やBERTを利用して、横浜市、札幌市等を対象として、コロナ禍にお
ける市民意見を分析する実証実験に取り組み、都市特有の市民意見を発見できることを明らかにするとともに、
市民意見抽出に関する知見を取り入れたスマートシティに関する国際規格を開発することに成功した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、世界中の都市を対象とした政策として、スマートシティという概念が提唱され、市民の生
活の質（Quality of Life）や、都市機能の持続可能性（Sustainability）を向上させる研究と共
に、各都市の生活のしやすさを比較する評価指標の開発が進められている。その指標は、各都市
の統計データに基づく指標（病院の数、犯罪発生件数等）を利用した評価が中心であり、都市サ
ービスの評価に不可欠な市民の声が反映されていない。このため、市民が実際の生活において感
じているその都市の優れている側面や課題の背景を明らかにすることは難しい。本研究では、解
決案として、交通インフラや教育などの都市サービスの優劣を、ソーシャルメディア上の市民意
見を活用して、サービスごとの評判を都市間で比較する方法を提案する。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、ソーシャルメディアにおける市民の声を基に、都市のサービスの評価を提供するた
めに、指標を定義し、その指標に対する評価値を計算するための仕組みの開発を目的とする。こ
の目的を達成するために、国内の主要都市の市民のつぶやきを分析し、都市サービスの評価指標
に対する評価値の計算手法について研究を進める。本研究では、ソーシャルメディア上の都市の
サービスに関する市民の意見と、実際のサービスの評価との間に何らかの潜在的な関係を仮定
し、その関係を推定する。そのために、深層学習に基づく大規模言語モデルを用いて、各都市の
市民が発信する Twitter 上のつぶやきを入力として、都市サービスに対する市民意見の傾向を分
析し、都市間の違いを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 有用なコメントを含む投稿を選別するために、都市サービスに関連する語彙を含むつぶや

きを選定したのちに、以下のような属性（観点）を定義し、都市サービスの評価指標の値を
推定する手法について検証する。 
① アプレイザル理論、極性等を考慮した意見タイプ 
② 収集したい市民意見に適した市民の属性 
③ 地域依存性、話題関連性などを利用した地域課題への有用性 

(2) 各都市の市民意見を利用して、深層学習のモデルの活用を検討しながら、都市サービスの評
価を推定し、コメントの有用性や、投稿した市民の属性を考慮しつつ、推定精度の向上につ
いて検証を進める。 

(3) 市民意見の抽出に関する知見を取り入れた国際規格を提案する。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果として、まず市民意見抽出に必要となる以下の観点を定義した点があげられる。 
(1) アプレイザル意見タイプ：アプレイザル理論に基づき対象に着目して意見の種類を判別 

「自発的感情の表明」、「人間・組織の振舞に対する批評」、「事象・事物に対する評価」 
(2) 極性：意見の極性を判別 「肯定」、「否定」、「中立」 
(3) コミュニケーション意見タイプ：モダリティや言語行為論を参照して意見の種類を判別 

「推測」、「提起」、「疑問」、「要求」 
(4) 投稿主の立場 

① 保育園サービスの場合：「小さい子を持つ親」、「保育園関係者」 
② テイクアウトサービスの場合：「利用客」、「飲食店公式アカウント」 

(5) 地域依存性：市民の意見が地域に固有のものであるか 
(6) サービス適合性：指定したサービスに適合した意見か 
(7) 話題関連性：抽出したい市民意見の話題に関連しているか 
 
以上の観点をつぶやきの集合に対して推定し、指定する特定の観点の組み合わせに基づき市民
意見の集合を抽出する。観点を推定するための深層学習モデルについては、研究計画時点と比較
した際の大規模言語モデルに関する技術の進展を踏まえつつ、T5 や BERT を活用して市民意見
の属性を推定する手法を提案した。推定にあたって工夫した点は以下の 2 点である。 
(1) 意見に関連する 3 つの観点について、マルチタスク学習を利用して推定精度を向上 
(2) 各都市について必要となる訓練データを作成するコストを削減するために、予測の確信度



を用いてアノテーションに有効なデータを選定し、2 段階に微調整をする手法を提案 
 
さらに、アテンション（注意機構）を利用して、カジノ誘致や待機児童等の行政課題に対する市
民や市議会議員の立場を分類する研究や、市民からの質問を掲載した地域 FAQ ページを収集し、
コミュニティ QA サービスから地域に依存しない行政サービスに関わる質問と回答を収集する
手法に関する研究、質問エンコーダを利用して文章間の時系列関係を推定する研究、マルチタス
ク学習を利用して SNS に現れる新出語を 2 段階アノテーションに基づき推定する研究を遂行し
た。研究分担者である高久准教授とは、Linked Open Data を用いた漢詩を対象とした構造化とそ
の利活用について研究を進め、研究分担者である柏野准教授と協力をして、保育園サービスに関
する市民意見の分析を行うにあたって有用となる手がかりを分析する研究を行った。研究成果
については、国際会議 NAACL-ACL 2022 の併設ワークショップである SocialNLP2022 において
招待講演を行ったほか、研究分担者である神門典子教授と協力し、言語を横断した意見分析に関
する研究を、コーパスの利用方法の観点からまとめ、書籍の 1 章として発表した。 
 
また、横浜市と協力してコロナ禍における保育園などの教育サービス、テイクアウトなどの飲食
店サービスに関して抽出した市民意見について YouTube 上の番組で紹介したり、Hack My 
Tsukuba 2021 という市民共創活動イベントにおいて、研究の紹介を行った。最後に、スマートシ
ティに関する国際規格として、ISO/IEC/ITU など多くの国際規格団体が開発を進めている都市を
評価する指標について調査を行い、市民意見のセンシングならびに市民の声の反映率、政府-市
民協調に関する指標を提案し、co-editor を務める国際規格 ISO/IEC 30146（Smart City ICT 
Indicators）と、Project Editor を務める国際規格 ISO/IEC 30145-3（Smart City ICT reference framework 
-- Part 3: Smart city engineering framework）を発行し、情報処理学会 情報規格調査会から 2019 年
度と 2020 年度の 2 回にわたり国際規格開発賞を受賞した。 
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